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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第８期

第３四半期累計期間
第９期

第３四半期累計期間
第８期

会計期間
自平成27年10月１日
至平成28年６月30日

自平成28年10月１日
至平成29年６月30日

自平成27年10月１日
至平成28年９月30日

売上高 （千円） 5,478,102 6,692,859 7,415,711

経常利益 （千円） 287,067 402,171 417,799

四半期（当期）純利益 （千円） 170,581 255,018 263,656

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 154,550 154,730 154,550

発行済株式総数 （株） 2,150,000 4,300,720 2,150,000

純資産額 （千円） 962,292 1,047,521 1,023,117

総資産額 （千円） 2,036,864 2,080,476 1,977,147

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 42.56 59.36 64.60

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 42.44 59.19 64.56

１株当たり配当額 （円） － 10.00 15.00

自己資本比率 （％） 47.2 50.4 51.7

 

回次
第８期

第３四半期会計期間
第９期

第３四半期会計期間

会計期間
自平成28年４月１日
至平成28年６月30日

自平成29年４月１日
至平成29年６月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 11.44 23.50

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移について

は記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第８期第３四半期累計期間及び第８期の持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在してい

ないため、記載しておりません。第９期第３四半期累計期間においては、損益等からみて重要性が乏しいた

め、持分法を適用した場合の投資利益を記載しておりません。

４．当社は、平成27年12月４日付で普通株式１株につき10株の割合で株式分割を、また、平成29年４月１日付で普

通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。このため、１株当たり四半期（当期）純利益金額

及び潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、当該株式分割が前事業年度の期首に行われたと

仮定して算定しております。なお、第８期及び第９期第３四半期累計期間の１株当たり配当額については、平

成29年４月１日付で行った株式分割前の実際の配当額を記載しております。

５．当社は、平成28年６月27日に東京証券取引所マザーズ市場に上場したため、第８期第３四半期累計期間の潜在

株式調整後の１株当たり四半期純利益金額は新規上場日から第８期第３四半期末までの平均株価を期中平均株

価とみなして算定しております。また、第８期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額は新規上場日から

第８期末までの平均株価を期中平均株価とみなして算定しております。
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２【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会

社における異動もありません。

　なお、当第３四半期会計期間において、シニア層の生きがい創出を目的とした合弁会社、株式会社ＪＲ西日本キャ

リアを設立しておりますが、損益等からみて重要性が乏しいため、持分法の対象から除いております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生はありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

(1)業績の状況

　当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、日本政府及び日銀による継続的な経済・金融政策等を背景に企業

収益や雇用環境の改善など緩やかな回復基調で推移しております。その一方で、米国の新政権による政策が不確実

な事や中国及び新興国の景気減速等により先行き不透明な状況にあります。

　人材サービス業界を取り巻く環境におきましては、厚生労働省が発表した平成29年５月の有効求人倍率が1.49倍

と高水準の状態が継続していることに加え、総務省統計局が発表した平成29年５月の完全失業率の指数は3.1％と

低水準に留まり、企業の人手不足感は一段と強まっております。

　このような経済状況のもと、当社の特徴である「高齢化社会型人材サービス」の環境は、内閣府の平成29年版高

齢社会白書によりますと、当社で定義しておりますアクティブシニア（55歳以上の働く意欲のある人）の労働力人

口（55歳以上）は、平成28年度の推計で1,946万人（前年対比1.9％増）、総労働力人口の29.2％を占めておりま

す。アクティブシニアの労働力人口は、年々増加傾向にあり、当社の事業領域も拡大していくことが見込まれま

す。

　このような経営環境の中、当社は継続的な企業価値の向上を実現すべく、シニアワーク事業、シニアケア事業の

積極拡大に努めてまいりました。

　シニアワーク事業に関しては、シニア層の生きがい創出を目的として西日本旅客鉄道株式会社との合弁により株

式会社ＪＲ西日本キャリアを設立いたしました。当社のシニア活用コンサルタントが蓄積してきたノウハウを土台

に、ＪＲ西日本のブランド力、地域理解、関係会社から得られる協力体制などを最大限に活用することで、シニア

人材市場の拡大及び営業力の強化が実現されるものと考えております。

　以上の結果、当第３四半期累計期間の売上高は6,692,859千円（前年同期比22.2％増）、営業利益は395,943千円

（同32.3％増）、経常利益は402,171千円（同40.1％増）、四半期純利益は255,018千円（同49.5％増）となりまし

た。

　なお、当社は、「高齢化社会型人材サービス」の単一セグメントでありますが、事業別の業績を示すと以下のと

おりであります。

①シニアワーク事業

　アクティブシニアの就労機会の創造を推進するシニアワーク事業では、大都市圏の大企業を中心としてビルメ

ンテナンス、ベッドメイキング、ロジスティックスなどの分野でアクティブシニアの人材派遣、人材紹介及び業

務請負を行っております。

　シニアワーク事業においては、引き続きシニア活用コンサルタントによる新規顧客や対応業種の開拓に努める

とともに、オフィスワーク向けとして官公庁の入札案件に積極的に取り組んでまいりました。

　この結果、シニアワーク事業の売上高は2,494,539千円（前年同期比19.3％増）となりました。

②シニアケア事業

　シニアケア事業は、主に介護施設に対して、看護師や介護士等の有資格者の人材派遣、人材紹介及び紹介予定

派遣を行っております。平成26年10月より開始した介護士の人材派遣は積極的な施設の開拓により順調な拡大を

図ってまいりました。

　また、平成29年５月に岡山支店を開設し営業エリアの拡大を図っております。

　この結果、シニアケア事業の売上高は4,198,320千円（前年同期比23.9％増）となりました。

 

(2)財政状態に関する説明

（資産）

　当第３四半期会計期間末における資産合計は、前事業年度末と比べ103,329千円増加し、2,080,476千円となりま

した。流動資産は、前事業年度末と比べ45,046千円増加し、1,812,858千円となりました。これは主に、現金及び

預金が150,626千円減少した一方で、売上増加に伴い売掛金が193,628千円増加したことによるものであります。固

定資産は前事業年度末と比べ58,282千円増加し、267,617千円となりました。これは主に合弁会社設立による関係

会社株式が48,500千円、本社の敷金追加や支店の開設、移転に伴う差入保証金が11,008千円、無形固定資産が
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3,886千円それぞれ増加した一方で、有形固定資産が1,721千円、長期未収入金が3,800千円それぞれ減少したこと

によるものであります。

 

（負債）

　当第３四半期会計期間末における負債合計は、前事業年度末と比べ78,925千円増加し、1,032,955千円となりま

した。流動負債は、前事業年度末と比べ90,993千円増加し、949,696千円となりました。これは主に、未払費用が

135,779千円、預り金が110,155千円増加した一方で、１年内返済予定の長期借入金が37,494千円、未払配当金が

31,816千円、未払法人税等が31,082千円、未払消費税等が15,971千円、前受金が16,638千円それぞれ減少したこと

によるものであります。固定負債は、前事業年度末と比べ12,068千円減少し、83,258千円となりました。これは、

資産除去債務が2,925千円増加した一方で、長期借入金が14,994千円減少したことによるものであります。

 

（純資産）

　当第３四半期会計期間末における純資産合計は、前事業年度末と比べ24,403千円増加し、1,047,521千円となり

ました。これは、四半期純利益の計上により利益剰余金が233,518千円増加した一方で、自己株式の取得により

209,475千円減少したことによるものであります。

 

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題に重要な変更はありません。

 

(4)研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成29年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年８月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,300,720 4,301,040
東京証券取引所

（マザーズ）

完全議決権株式であ

り、権利内容に何ら

限定のない当社にお

ける標準となる株式

であります。また、

単元株式数は100株

であります。

計 4,300,720 4,301,040 － －

　（注）平成29年７月１日からこの四半期報告書提出日までの間に新株予約権の行使により、発行済株式総数が320株増

加しております。

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成29年４月１日

（注）１
2,150,000 4,300,000 － 154,550 － 134,550

平成29年４月30日

（注）２
720 4,300,720 180 154,730 180 134,730

（注）１．株式分割（１株：２株）による増加であります。

２．新株予約権の権利行使による増加であります。

３．平成29年７月１日からこの四半期報告書提出までの間に新株予約権の行使により、発行済株式総数が320株、

資本金及び資本準備金がそれぞれ80千円増加しております。

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成29年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

平成29年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他）  普通株式　2,148,900 21,489 －

単元未満株式  普通株式　　　1,100 － －

発行済株式総数 　　　　　　2,150,000 － －

総株主の議決権 － 21,489 －

（注）１．当社は、平成29年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。また、当社は平

成29年４月１日から同６月30日の間に、新株予約権の行使に伴い発行済株式数が720株増加しております。発

行済株式につきましては、当該株式分割・新株予約権行使前の株式数、議決権の数を記載しております。

２．当第３四半期会計期間において自己株式の取得を実施したため、平成29年６月30日現在の「完全議決権株式

（自己株式等）」は、44,100株であります。

 

②【自己株式等】

平成29年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所

自己名義

所有株式数

（株）

他人名義

所有株式数

（株）

所有株式数

の合計

(株)

発行済株式総数に

対する所有株式の

割合（％）

株式会社キャリア
東京都新宿区西新

宿二丁目6番1号
－ － － －

計 － － － － －

（注）平成29年６月５日開催の取締役会決議（会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法第156条の規

定に基づく自己株式の取得）に基づき、当第３四半期会計期間において下記のとおり自己株式の取得を実施いたし

ました。

（１）取得した株式の種類　　　当社普通株式

（２）取得した株式総数　　　　44,100株

（３）取得価格の総額　　　　　209,475千円

（４）取得日　　　　　　　　　平成29年６月６日

（５）取引方法　　　　　　　　東京証券取引所の自己株式立会外買付取引

　　　　　　　　　　　　　　　（ＴｏＳＴＮｅｔ－３）による買付け

　上記の自己株式の取得の結果、平成29年６月30日現在の自己株式数は、44,100株（発行済株式総数に対する所有株

式数の割合は1.02％）であります。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成29年４月１日から平成29

年６月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成28年10月１日から平成29年６月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

（平成28年９月30日）
当第３四半期会計期間
（平成29年６月30日）

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 941,305 790,679

売掛金 782,741 976,370

前払費用 19,619 27,425

繰延税金資産 20,210 14,159

その他 4,638 5,689

貸倒引当金 △704 △1,464

流動資産合計 1,767,811 1,812,858

固定資産   

有形固定資産   

建物 56,924 59,608

工具、器具及び備品 32,192 35,009

その他 1,328 882

減価償却累計額 △35,504 △42,280

有形固定資産合計 54,941 53,220

無形固定資産   

ソフトウエア 9,901 8,397

ソフトウエア仮勘定 8,964 14,354

無形固定資産合計 18,865 22,752

投資その他の資産   

関係会社株式 － 48,500

差入保証金 116,231 127,240

破産更生債権等 4,027 4,480

長期前払費用 636 1,703

繰延税金資産 5,944 6,289

その他 12,715 7,912

貸倒引当金 △4,027 △4,480

投資その他の資産合計 135,528 191,645

固定資産合計 209,335 267,617

資産合計 1,977,147 2,080,476
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  （単位：千円）

 
前事業年度

（平成28年９月30日）
当第３四半期会計期間
（平成29年６月30日）

負債の部   

流動負債   

1年内返済予定の長期借入金 70,008 32,514

未払金 46,046 38,152

未払費用 339,745 475,524

未払法人税等 106,540 75,458

未払消費税等 190,224 174,252

前受金 20,803 4,164

預り金 21,998 132,154

賞与引当金 30,652 16,784

返金引当金 432 258

その他 32,250 433

流動負債合計 858,702 949,696

固定負債   

長期借入金 53,352 38,358

資産除去債務 41,975 44,900

固定負債合計 95,327 83,258

負債合計 954,029 1,032,955

純資産の部   

株主資本   

資本金 154,550 154,730

資本剰余金   

資本準備金 134,550 134,730

資本剰余金合計 134,550 134,730

利益剰余金   

利益準備金 5,000 5,000

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金 729,017 962,536

利益剰余金合計 734,017 967,536

自己株式 － △209,475

株主資本合計 1,023,117 1,047,521

純資産合計 1,023,117 1,047,521

負債純資産合計 1,977,147 2,080,476
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（２）【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期累計期間
(自　平成27年10月１日
　至　平成28年６月30日)

 当第３四半期累計期間
(自　平成28年10月１日
　至　平成29年６月30日)

売上高 5,478,102 6,692,859

売上原価 4,168,806 5,145,769

売上総利益 1,309,295 1,547,089

販売費及び一般管理費 1,009,981 1,151,146

営業利益 299,314 395,943

営業外収益   

受取利息 158 32

助成金収入 3,305 5,676

その他 803 931

営業外収益合計 4,267 6,639

営業外費用   

支払利息 1,676 411

上場関連費用 14,228 －

その他 610 －

営業外費用合計 16,514 411

経常利益 287,067 402,171

税引前四半期純利益 287,067 402,171

法人税、住民税及び事業税 111,205 141,446

法人税等調整額 5,280 5,706

法人税等合計 116,485 147,152

四半期純利益 170,581 255,018
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【注記事項】

（会計方針の変更）

　該当事項はありません。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１

四半期会計期間から適用しております。

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成27年10月１日　至　平成28年６月30日）

１．配当金支払額

　該当事項はありません。

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後と

なるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、平成28年６月27日に東京証券取引所マザーズ市場に上場いたしました。上場にあたり、平成28年６

月24日を払込期日とする有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）による新株発行150,000株によ

り、資本金及び資本準備金がそれぞれ134,550千円増加しております。

　この結果、当第３四半期会計期間末において資本金は154,550千円、資本準備金は134,550千円となっており

ます。

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成28年10月１日　至　平成29年６月30日）

１．配当金支払額

（決議）
株式の

種類

配当金の総

額（千円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年８月18日

取締役会
普通株式 32,250 15 平成28年９月30日 平成28年12月28日 利益剰余金

平成29年２月16日

取締役会
普通株式 21,500 10 平成29年３月31日 平成29年６月５日 利益剰余金

（注）平成29年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合をもって株式分割をいたしましたが、上記については、

当該株式分割前の株式数を基準に算定しております。

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後と

なるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、平成29年６月５日開催の取締役会決議に基づき、自己株式44,100株の取得を行いました。この結

果、当第３四半期累計期間において自己株式が209,475千円増加し、当第３四半期会計期間末において自己株

式が209,475千円となっております。

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自 平成27年10月１日
至 平成28年６月30日）

当第３四半期累計期間
（自 平成28年10月１日
至 平成29年６月30日）

減価償却費 15,346千円 11,458千円
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（持分法損益等）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成27年10月１日　至　平成28年６月30日）

　　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成28年10月１日　至　平成29年６月30日）

　　関連会社については、損益等からみて重要性が乏しいため、持分法を適用した場合の投資の金額及び投資損益

の金額を算出しておりません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成27年10月１日　至　平成28年６月30日）

　当社は、高齢化社会型人材サービスの単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成28年10月１日　至　平成29年６月30日）

　当社は、高齢化社会型人材サービスの単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　平成27年10月１日
至　平成28年６月30日）

当第３四半期累計期間
（自　平成28年10月１日
至　平成29年６月30日）

(1)１株当たり四半期純利益金額 42円56銭 59円36銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 170,581 255,018

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 170,581 255,018

普通株式の期中平均株式数（株） 4,007,664 4,300,164

(2)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 42円44銭 59円19銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 12,021 12,224

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

－ －

（注）１．当社は、平成27年12月４日付で普通株式１株につき10株の割合で株式分割を、また、平成29年４月１日付で普

通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮

定して１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

２．当社は、平成28年６月27日に東京証券取引所マザーズ市場に上場したため、前第３四半期累計期間の潜在株式

調整後１株当たり四半期純利益金額は、新規上場日から前第３四半期会計期間末までの平均株価を期中平均株

価とみなして算定しております。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年８月14日

株式会社キャリア

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 矢治　博之　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 栫井　康貴　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社キャ

リアの平成２８年１０月１日から平成２９年９月３０日までの第９期事業年度の第３四半期会計期間（平成２９年４月１

日から平成２９年６月３０日まで）及び第３四半期累計期間（平成２８年１０月１日から平成２９年６月３０日まで）に

係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社キャリアの平成２９年６月３０日現在の財政状態及び同日をもって終

了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（有価証券

届出書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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